
　

降
り
そ
う
で
降
ら
な
か
っ
た
気
だ
る
さ
が
終
わ
り
、

梅
雨
の
雫
が
し
た
た
り
落
ち
る
。
森
や
畑
の
土
に
吸

い
込
ま
れ
、
命
を
育
む
気
配
を
感
じ
ま
す
。　
　
　
　

　
　
☆
　
　
　
　
☆
　
　
　
　
☆
　
　
　
　
☆
　
　
　
　
　

◆
梅
干
し

　

休
日
に
、
母
が
梅
干
し
を
漬
け
る
と
い
う
の
で
手

伝
い
ま
し
た
。
座
敷
の
段
ボ
ー
ル
か
ら
爽
や
か
な
匂

い
が
す
る
と
思
っ
た
ら
、
和
歌
山
の
南
高
梅
が
５
キ

ロ
、
今
年
は
こ
れ
を
梅
干
し
に
す
る
そ
う
で
す
。
水

で
洗
っ
て
か
ら
、
ヘ
タ
を
竹
串
で
と
り
ま
す
。
こ
こ

で
傷
が
あ
る
梅
は
よ
け
て
、
き
れ
い
な
梅
を
甕
に
入

れ
て
塩
を
加
え
ま
す
。
こ
こ
ま
で
で
約
１
時
間
、
甕

は
10
キ
ロ
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
い
え
ば
子
供
の
頃
に
も
手
伝
っ
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
が
、
あ
れ
は
祖
母
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

祖
母
は
梅
干
し
の
ほ
か
に
梅
シ
ロ
ッ
プ
な
ど
い
ろ
い

ろ
作
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
梅
酒
の
梅
が
好
き
で
、

食
べ
過
ぎ
て
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
祖
母
の
梅
酒
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
祖
父

母
は
二
人
と
も
酒
を
飲
ま
な
か
っ
た
の
で
、
違
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
は
母
が
梅
酒
と
梅
干
し
を
作
っ
て
い
ま
す
。
昨

日
は
梅
酒
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
は
大
人
に
な
っ

た
の
で
両
方
楽
し
め
ま
す
。
お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
田
か
お
り
）

◆
時
の
相
克
Ⅱ

　

人
間
の
生
体
時
計
は
25
時
間
の
リ
ズ
ム
で
刻
ま
れ

て
い
る
そ
う
だ
。
マ
ウ
ス
は
23
時
間
の
サ
ー
カ
デ
ィ

ア
ン
リ
ズ
ム
（
概
日
時
計
）
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
地
球
の
自
転
と
ズ
レ
が
出
て
く

る
の
か
？

　

そ
れ
は
地
球
上
の
生
物
が
地
球
の
自
転
周
期
の
経

年
変
化
に
適
応
し
た
た
め
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
自

転
周
期
は
生
命
が
誕
生
し
た
10
億
年
前
は
20
時
間
、

５
億
年
前
は
21
時
間
、
３
５
０
０
万
年
前
は
23
・
5

時
間
だ
っ
た
そ
う
だ
。
生
物
は
変
化
す
る
自
転
周
期

に
適
応
し
、「
遊
び
」
を
持
っ
た
こ
と
に
な
る
。

壮
行
会
が
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
学
校
独
自
の
応
援
歌
が
あ
り
、
ふ
と
、
自
分

の
中
学
の
応
援
歌
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
吹
奏
楽
部

の
演
奏
で
行
進
し
て
く
る
選
手
た
ち
。
チ
ー
ム
の
意

気
込
み
や
目
標
を
言
い
、
選
手
宣
誓
、
そ
し
て
激
励

の
応
援
歌
。
何
故
か
熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ
て
き
ま

し
た
。
校
長
先
生
か
ら
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

選
手
は
大
会
に
臨
み
ま
す
。

　

と
、
こ
こ
ま
で
長
い
前
振
り
で
お
分
か
り
の
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
…
…
大
会
結
果
で
す

が
、
弱
い
チ
ー
ム
は
必
ず
強
豪
校
と
の
対
戦
と
な
り
、

残
念
な
結
果
で
し
た
が
、
来
年
の
大
会
に
向
け
て
気

持
ち
を
切
り
替
え
、
練
習
に
励
む
女
バ
ス
で
し
た
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
加
奈
子
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
出
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

６
月
末
、
今
秋
開
催
の
「
八
色
の
森
の
美
術
展
」

出
展
者
の
一
人
、
山
形
県
鶴
岡
市
で
「
や
ま
が
た
こ

ど
も
ア
ト
リ
エ
」
を
主
宰
し
、
子
ど
も
た
ち
に
絵
を

教
え
て
い
る
画
家
・
結
城
な
な
せ
さ
ん
が
、
展
覧
会

の
前
哨
戦
と
し
て
当
地
に
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

目
的
は
、
浦
佐
小
学
校
で
の
出
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

講
師
と
し
て
２
日
間
に
わ
た
り
、
３
年
生
と
４
年
生

に
抽
象
絵
画
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
５
色
の
絵
の
具
を
使
っ
て
白
い
布

に
挑
戦
し
、
一
人
ひ
と
り
が
自
由
自
在
。
自
分
一
人

だ
け
の
色
の
世
界
を
表
現
し
て
い
ま
し
た
。
後
日
、

木
枠
に
布
を
張
り
付
け
て
作
品
と
し
て
完
成
。
同
時

開
催
す
る
「
八
色
の
森
の
子
ど
も
絵
画
展
」
に
応
募

し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
７
月
、
総
合
支
援
学
校

小
学
部
と
赤
石
小
学
校
６
年
生
の
交
流
授
業
、
ま
た
、

後
山
小
学
校
で
も
開
催
し
ま
す
。

「
八
色
の
森
の
美
術
展
」
と
「
八
色
の
森
の
子
ど
も

絵
画
展
」
は
10
月
８
日
か
ら
11
月
21
日
ま
で
。
来
年

以
降
も
継
続
し
ま
す
。
出
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
拡

大
・
充
実
さ
せ
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
（
高
橋
良
一
）

7
月
号
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時
計
遺
伝
子
の
発
見
に
よ
り
、
今
で
は
人
間
の

60
兆
個
の
細
胞
で
分
子
時
計
が
き
ざ
ま
れ
て
い
る
と

い
う
。
そ
の
仕
組
み
と
は
、
遺
伝
子
が
タ
ン
パ
ク
質

を
利
用
し
て
時
を
刻
ん
で
い
る
ら
し
い
。
そ
の
時
計

の
要
が
朝
の
光
。
多
く
の
生
命
は
太
陽
の
光
を
あ
び

る
こ
と
に
よ
っ
て
時
計
の
誤
差
を
解
消
し
、
一
日

を
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
う
い
え
ば
、
我
々
の
住
所

は
「
乙
女
座
銀
河
団
・
銀
河
系
オ
リ
オ
ン
腕
・
太
陽

系
・
地
球
・
日
本
」
と
な
る
が
、
時
の
リ
ズ
ム
は
何

処
ま
で
た
ど
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。　
　
（
岡
西
英
孝
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

◆
母
の
こ
と

　

日
本
女
性
の
平
均
寿
命
が
世
界
一
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
周
り
に
も
元
気
な
女
性
が
多
く
、
年
齢
を
聞
い

て
驚
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

私
の
母
は
４
月
で
85
歳
に
な
り
ま
し
た
。
簡
単
な

畑
仕
事
や
花
を
育
て
な
が
ら
、
の
ん
び
り
と
過
ご
し

て
い
ま
す
。
要
支
援
１
で
、
週
に
一
度
リ
ハ
ビ
リ
型

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
若

い
ス
タ
ッ
フ
や
、
他
の
利
用
者
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ

い
が
、
は
り
あ
い
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
お
友
達
が
多
く
、

た
び
た
び
女
子
会
に
誘
っ
て
も
ら
い
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
明
る
く
朗
ら
か
な
性
格
な
の
で
、
く
よ
く
よ
と

悩
む
こ
と
が
な
く
家
族
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

数
日
前
に
散
歩
に
出
か
け
、
補
聴
器
を
落
と
し
て

帰
宅
し
ま
し
た
。
家
族
が
懐
中
電
灯
を
手
に
母
の
歩

い
た
道
を
辿
っ
て
見
つ
け
出
し
、
現
在
修
理
中
で
す
。

い
ろ
い
ろ
と
能
力
的
に
落
ち
て
き
て
家
族
は
大
変
で

す
が
、
毎
日
楽
し
く
暮
ら
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
良
子
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
壮
行
会

　

郡
市
大
会
が
先
日
行
わ
れ
、
応
援
に
行
っ
て
来
ま

し
た
。
２
年
生
に
な
り
、
有
望
な
後
輩
も
入
部
し
、

新
チ
ー
ム
と
な
っ
て
の
大
会
で
と
て
も
楽
し
み
で
し

た
。
大
会
前
に
、
学
校
で
は
壮
行
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

昔
は
学
習
参
観
く
ら
い
し
か
親
は
学
校
に
出
向
く
こ

と
は
な
か
っ
た
も
の
で
す
が
、
今
は
学
習
参
観
後
に

猪爪彦一「風景」2017 年　P100 ＋ P150 ＋ P100 
「かぐわしき風の中で─猪爪彦一展─」は 7 月 18 日（火）まで好評開催中

7 月 15 日（土）13 時　猪爪先生と描く〜音楽と絵画〜　要予約　参加費 1,000 円　



池田記念美術館　展覧会・イベント情報

池田記念美術館　南魚沼市浦佐５４９３－３　（八色の森公園内）
ＴＥＬ ０２５－７８０－４０８０ ／ ＦＡＸ ０２５－７７７－３８１５

【開館時間】 ９：００〜１７：００　（入館受付は１６：３０まで）　　
【入 館 料】 一般　５００円　　高校生以下無料          
【ホームページ】 http://www.ikedaart.jp 

【 7 月の休館日 】
※水曜日（5 日、12 日、19 日、26 日）
※ 18 日（火）は最終日のため 15 時閉館
※ 20 日（木）、21 日（金）は展示替えのため臨時休館

■かぐわしき風の中で─猪爪彦一展─
◎ 1 階企画展示室、2 階展示室Ⅰ　◎期間：6 月 17 日（土）～ 7 月 18 日（火）

新潟市在住の油彩画家・猪爪彦一氏の個展です。行動美術協会会員、新潟県美術家連盟常務
理事。1981 年、行動美術展・行動美術賞受賞。84 年、安田火災美術財団 奨励賞展 新作優秀
賞受賞。詩的で幻想的な作風で、県内外を問わずファンが多い作家です。

■猪爪彦一先生と描く～音楽と絵画～　7 月 15 日（土）13：00 ～　　音楽を聴いて、そこ

から生まれたイメージを絵画に表現しよう。事前予約。参加費：1,000 円（入館料込）

■第 18 回 八海山夢展
◎ 1 階企画展示室、2 階展示室Ⅰ・Ⅱ　◎期間：7 月 22 日（土）～ 8 月 28 日（月）

地元美術愛好家を中心に、絵画・書道・写真・水石・工芸の 5 部門で約 110 人が出展します。

■夢展 “ 美のツボ ” ──事前予約が必要な部門がありますので、希望者は美術館へ！

　工芸部門　陶芸体験教室──ぐい飲みなどの小物をつくる体験講座　
　　　　　　7 月 29 日（土）10：00 ～　※参加費 1,000 円　定員 10 名　※要予約
　写真部門　モデル撮影会──八色の森公園で人物撮影に挑戦する初心者講座　
　　　　　　7 月 30 日（日）13：00 ～　※デジタルカメラをご持参ください　※要予約
　書道部門　うちわにマーブリング＆書道──自分の書でオリジナルうちわを作りましょう
　　　　　　8 月 6 日（日）10：00 ～　※参加費 300 円　小学生から参加可　※要予約　
　絵画部門　作品鑑賞会──高橋正則さんによる作品解説
　　　　　　8 月 12 日（土）10：00 ～

■玉川勝之展
◎ 1 階企画展示室、2 階展示室Ⅰ　◎期間：9 月 2 日（土）～ 10 月 3 日（火）

金属造形作家・玉川勝之氏の個展。伝統工芸を受け継ぐ工芸家として活躍しながら、その技
術を生かしてオリジナルなアートを制作しています。ユーモアとエロスを交えた作品には生
命のエネルギーを感じます。金属造形の魅力を味わってください。

■常設展示＆収蔵品展示
常設展示：小泉八雲文学資料室、スポーツ文化資料室
収蔵品展示：2 階展示室Ⅱ（會津八一の書、ラグーザ玉の油彩画、雨宮一正の木彫、藪内佐
斗司の彫刻、コヴァーチ・マルギットの陶芸）、2 階展示ロビー：敦煌壁画模写絵
※7月 16日〜8月 28日の期間、「2階展示室Ⅱ」は「八海山夢展」の準備・展示で使用します

※ 1 階多目的ホール：ベースボールカード、相撲カードを展示中

■八色の森の子ども絵画展　作品募集！
今秋、「八色の森の美術展」と同時開催する「八色の森の子ども絵画展」では、小学校・特別
支援学校小学部の子どもたちから抽象絵画の作品を募集中です。テーマは「抽象絵画に挑戦
しよう！　あなたがいままで描いたことのない、あなただけの絵」。締切は 8 月 25 日です（応
相談）。詳細については、池田記念美術館・高橋までお問い合わせください。

◎他のイベント情報
■古流松藤会長岡支部〈花活け〉野外研修会（公開）
　7 月 13 日（木）11：00 ～　美術館周辺数か所と館内で〈いけばな〉を披露します。
　制作開始は 11 時。どんな作品になるか楽しみですね。※見学大歓迎です
■池田音楽クラブ「音を楽しむ集い」　※参加無料です

　7 月 16 日（日）11：30 ～　月例音楽会　フルートとピアノ
　7 月 23 日（日）14：00 ～　フォークソング

年間パスポートがお得です！  　
料金 3,000 円で発行日から 1 年間
有効。初回申込特典①入館招待券 3
枚、②イケビカフェで利用できるコ
ーヒーチケット 2枚をプレゼント。

敦煌壁画模写絵

猪爪彦一「きのこ」2016 年　F150

八海山夢展ポスター


